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SAGAE NEWS
さがえニュース

さがえニュース

旧
田
代
小
学
校
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

寒
河
江
川
の
鮭(

さ
け)

を
学
び
守
る

● 

問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
葉
山
の
里
た

し
ろ
☎(

８
５)

０
８
２
２
へ
。

内
覧
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

学
び
の
里
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
の
市
民
向

け
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
宿
泊
施
設

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
田
代
小
学

校
を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

● 

日
時
／
３
月
３
日
(土)
午
前
10
時
～
午

後
３
時

● 

そ
の
他
／
当
日
は
内
覧
会
の
み
と
な

り
、
宿
泊
や
お
食
事
は
受
け
付
け
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ
／
市
商
工
創
成
課
地
域
戦
略

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

　

寒
河
江
川
鮭
有
効
利
用
調
査
委
員
会

が
12
月
15
日
、
鮭
飼
育
観
察
重
点
校
に

指
定
さ
れ
て
い
る
三
泉
小
学
校
へ
鮭
学

習
奨
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
校
は

最
上
川
第
二
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
の

も
と
、
卵
の
ふ
化
や
稚
魚
の
飼
育
、
寒

河
江
川
へ
の
稚
魚
放
流
、
戻
っ
て
き
た

鮭
の
捕
獲
体
験
、
卵
の
採
取
お
よ
び
人

工
授
精
の
見
学
な
ど
、
鮭
の
生
態
系
や

寒
河
江
川
に
つ
い
て
年
間
を
通
し
て
学

習
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
正
式
な
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
る
田
代
地
区
多
目
的
交
流
館
の

愛
称
が
、
市
民
投
票
等
の
結
果
「
学
び

の
里
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
愛
称
を
発
案
し
た
白
岩
小
学
校
５

年
生
の
大
沼
芽
衣
さ
ん
に
は
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

本
施
設
で
は
最
大
60
人
が
宿
泊
可
能

で
、
田
代
地
区
の
伝
統
料
理
や
自
然
体

験
メ
ニ
ュ
ー
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
学
校
行
事
、

子
ど
も
会
な
ど
団
体
利
用
も
可
能
で
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
正
式
オ
ー
プ
ン
前
の
２
月
～
３
月
も

プ
レ
オ
ー
プ
ン
で
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。

本
市
の
振
興
発
展
に
寄
与

ラ
ン
ド
や
市
立
図
書
館
、
市
総
合
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
、
寒
河
江
駅
前
、
交
通

網
の
整
備
な
ど
、
産
業
や
都
市
基
盤
の

充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
二
の
堰
は
、
市

民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
二
の
堰
親
水
公

園
の
指
定
管
理
を
行
い
、
身
近
な
環
境

の
整
備
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

環
境
美
化
活
動
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
活
性
化
や
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
、
地
方
自
治
法
が
施
行

さ
れ
70
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

地
方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
方

を
表
彰
す
る
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
元

寒
河
江
市
長
佐
藤
誠
六
さ
ん
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
二
の
堰
（
髙
橋
龍
一
会
長
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
誠
六
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
の
市

長
就
任
以
来
、
６
期
24
年
の
長
き
に
わ

た
り
市
政
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
チ
ェ
リ
ー

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
辻
さ
ん

　

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

１
月
か
ら
神
奈
川
県
出
身
の
辻
寛
さ
ん

が
着
任
し
ま
し
た
。
辻
さ
ん
は
目
白
大

学
外
国
語
学
部
を
卒
業
後
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
俳
優
を
目
指
す
な
ど
、

夢
を
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
他
人
や
地
域
の
た
め
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
今
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
寒
河
江
と
連
携
し
な

が
ら
、
市
の
環
境
改
善
運
動
や
地
域
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
辻
さ
ん
。「
地
元
の

人
で
は
気
が
付
か
な
い
『
ヨ
ソ
者
』
だ

か
ら
こ
そ
の
視
点
を
生
か
し
て
、
市
民

の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
２
人
が
再
任

意
欲
あ
る
農
業
者
を
市
が
支
援

　

人
権
に
関
す
る
相
談
、
啓
発
お
よ
び

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
救
済
等
の
活

動
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員
に
、
１
月

１
日
付
で
渡
邉
一
博
さ
ん
（
下
河
原
）
、

佐
藤
美
奈
子
さ
ん
（
南
町
）
の
２
人
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
引
き
続

き
、
奈
良
崎
孝
史
さ
ん
（
島)

、
鹿
間
豊

さ
ん
（
白
岩)

、
池
田
郁
太
郎
さ
ん
（
本

町)

、
公
平
順
孝
さ
ん
（
西
根)

、
大
熊

葉
さ
ん
（
柴
橋)

、
仁
藤
浩
子
さ
ん
（
元

町)

、
三
瓶
杉
子
さ
ん
（
箕
輪
）
の
７
人

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局
寒
河
江

　

支
局
☎(

８
６)

３
２
５
８
へ
。

　

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式

が
12
月
22
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
意
欲
あ
る
農
業
者
が
よ
り
良
い
経

営
を
目
指
し
て
改
善
計
画
を
立
て
、
そ

の
計
画
を
本
市
が
認
定
す
る
も
の
で
、

村
上
健
一
さ
ん
（
幸
生)

、
板
垣
美
和
さ

ん
（
柴
橋
）
が
新
た
に
認
定
。
長
坂
莞

爾
さ
ん
（
谷
沢)

、
浦
山
敏
さ
ん
（
南
町)

、

安
孫
子
孝
一
さ
ん
（
元
町)

、
熊
坂
孝
吉

さ
ん
（
平
塩)

、
村
山
卯
一
郎
さ
ん
（
中

郷)

、
安
孫
子
甚
一
さ
ん
（
中
郷)

、
奥

山
茂
さ
ん
（
平
塩)

、
大
泉
光
徳
さ
ん
（
日

和
田)

は
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

さ
が
え
「
童
謡
を
う
た
う
さ
く
ら
の

会｣(

井
上
若
子
会
長
）
様
よ
り
、
金
７

万
３
０
０
６
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寒
河
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
鹿
間

康
会
長
）
様
よ
り
、
金
５
万
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社
（
大
沼
一
彦

♥

代
表
取
締
役
社
長
）
様
よ
り
、
金
50
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寒
河
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
安
孫

子
新
市
会
長
）
様
よ
り
、
金
10
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

布
施
光
悦
様
よ
り
、
工
芸
美
術
「
窓

望
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　さいたまスーパーアリーナで12月16日に開催された「第45回マー

チングバンド全国大会」で寒河江中部小学校金管バンドが金賞を受

賞されました。昨年までは４年連続で全国大会銀賞。全国大会連続

出場５年目の今回は「音と演技に思いを込めて」をテーマに日々の

練習を重ね、初の金賞に輝きました。おめでとうございます。

全国大会金賞おめでとうございます
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　地域おこし協力隊に着任して以来、創業セミナーのお手伝いや市内の空き店舗

情報の収集などを通じた創業支援、創業を志す若者と共にフローラ・ＳＡＧＡＥ

屋上で開催した星空映画上映会やハロウィンイベントなど、寒河江のまちづくり

活動に積極的に参加してきました。このたび、友人とともに創業することになり、

2017年12月をもって地域おこし協力隊を卒業しました。短い期間

ではありましたが、まちづくり活動を支えてくださった皆さま、

イベントにご参加くださった皆さま、本当にありがとうございま

した。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

芳賀 潮音（神奈川県出身・27歳）

ＣＡＦＥ＆ＢＡＲ×ＧＬＡＭＰＩＮＧ「ＧＬＡＭＰｉＣ」をオープンしました。

お近くにお越しの際は、ぜひお立ちよりください！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　急激な温度差が体に及ぼす影響のことです。冬は

外の気温がうんと低くなりますよね。部屋の中を暖

房で温めると、部屋の中と外で温度差ができてしま

います。特にお風呂では寒い所から熱いお湯に入る

と急激な温度差で心臓などの循環器に負担がかかり、

突然死を起こしてしまうこともあります。

　山形県では年間219人が亡くなっており、これは交

通事故死の４倍以上の数になります。

　安全なお風呂のためには、①浴室や脱衣所を温め

寒暖の差をなくしましょう。②お風呂の湯の温度は

41度以下にしましょう。③かけ湯等で体を温め慣ら

してから浴槽に入りましょう。浴槽から上がる時は

ゆっくりと。④入浴後は

水分補給をしましょう。

　一日の疲れをとるため

には、お風呂でゆったり

とリラックスすることが

大切ですね。

●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係

　☎86-2111内線623へ。

　冬のお風呂はヒートショックにご注意を！

　「ヒートショック」ほいずはよ、

　人間は乳歯から永久歯への生え変わりが一度だけ

あります。６歳前後から始まり、永久歯が全部生え

そろうのは中学生です。その後は一生同じ歯を使い

ます。また、歯を失っても入れ歯を入れたり、イン

プラントをしたりかめるようにします。中には歯ぐ

きでかんでいる方もいます。動物の歯はさまざまで、

今年の干支（えと）のイヌは42本の歯があり、歯周

病になりやすいです。ウサギやネズミは生え変わる

ことはありません。一生伸び続けるため、何かをか

じってすり減らします。ゾウは一生で６回奥歯が生

え変わります。１日に300キロの草を食べるので、摩

擦ですり減ったり、かむ時の力がかかるため、だめ

になります。最後に生えた歯が抜けてしまうと草が

食べられなくなり死を迎えます。サメは歯が抜けて

も、また次の歯がどんどん生えてきます。人間の歯

もサメのようだと、どんなにか楽だったでしょうね。 　４月１日をまたがる期間の水量料金には、新旧の異なる料

金が適用されます。

　このため、水量料金は、3月検針日の翌日から3月31日ま

での日数と、４月１日から5月検針日までの日数により日割

りで算出します。（基本料金の変更はありません）

①量水器口径13㎜で使用水量32㎥

［改定前］６,６3１円　［改定後］5,９８3円

（差額△６４８円　改定率約△９.８％）

②量水器口径20㎜で使用水量42㎥

［改定前］９,８９２円　［改定後］９,２４４円

（差額△６４８円　改定率約△６.６％）

＝はっとする歯の話＝
　今回は人間の歯と動物の歯の話です。

動物が歯を失う→食べられない→死と

直結しています。人間は歯がなくなっ

ても知恵があるため、工夫をして食べ

ています。

●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

歯っ！とする歯のおはなし 

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

4
月
1
日
か
ら
水
道
料
金
が
下
が
り
ま
す

◇
平
均
引
き
下
げ
率　

４
・
７９
％
◇

　

寒
河
江
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
29

年
に
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定

的
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
4
月
か
ら
村
山
広
域
水

道
の
受
水
料
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
水
道
料
金
の
あ
り
方

を
市
水
道
事
業
経
営
問
題
審
議
会
に
諮

■
水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
は

　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
と
、
2
カ
月
に
１
度
決

ま
っ
た
日
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自
動

的
に
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
金
融
機

関
な
ど
へ
支
払
い
の
た
め
に
出
か
け
る

必
要
が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で
す
。

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ
は
、
次
回

メ
ー
タ
ー
検
針
時
の
「
水
道
使
用
量
等

の
お
知
ら
せ
」
に
よ
り
口
座
振
替
金
額

等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
安
全
な
水
道
水

　

水
道
水
は
水
道
法
に
よ
り
51
項
目
の

水
質
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
水
質

検
査
を
行
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
の
検

査
も
行
っ
て
お
り
、
安
心
し
て
お
飲
み

い
た
だ
け
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
水
道
事
業
所
☎
（
８
６
）

８
５
１
１
へ
。

問
し
10
月
に
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
近
年

の
人
口
減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
に
対

応
し
、
生
活
用
水
が
多
く
を
占
め
る
量

水
器
口
径
13
㎜
お
よ
び
20
㎜
で
使
用
水

量
が
少
な
い
場
合
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
平
均
４
・
79
％
の
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
。

　

13
㎜
と
20
㎜
の
使
用
水
量
１
カ
月
あ

た
り
１
㎥
か
ら
10
㎥
ま
で
の
水
量
料
金

に
つ
い
て
、
１
㎥
に
つ
き
現
在
の
１
６

０
円
か
ら
１
３
０
円
に
下
が
り
ま
す
。

※
税
抜
き
最
高
引
き
下
げ
年
額

　

30
円
×
10
㎥
×
12
カ
月
＝
３
６
０
０
円

◎口座振替をご利用できる

金融機関一覧

山形銀行

荘内銀行

きらやか銀行

山形信用金庫

山形中央信用金庫

東北労働金庫

さがえ西村山農業協同組合

ゆうちょ銀行

旧料金

合計使用期間

新料金

３月 ４月 ５月 ６月

検針 検針 料金請求・納入

旧料金使用日数 新料金使用日数

合計使用日数 合計使用日数
旧水量料金× ＋ 新水量料金×水道料金 ＝ 基本料金 ＋

改定日（４月１日）をまたがる場合の水量料金の計算

水道料金はこのように変わります

水道料金の現行と改定後の比較表

【標準的な家庭の水道料金　２カ月分（税込）】

設置量水器１個につき１カ月

量水器口径
基本料金

（改定無）
水量料金（改定後）

水量料金

（現行）

13mm 510円 1㎥以上10㎥以下

1㎥につき

130円

11㎥以上

1㎥につき

160円

1㎥につき

160円

20mm 1,220円

25ｍｍ 3,200円

1㎥につき160円

30ｍｍ 6,800円

40ｍｍ 9,800円

50ｍｍ 14,500円

75ｍｍ 36,300円

100ｍｍ 61,800円

※水道料金は上記表に100分の108を乗じて得た額 ■■■：改定箇所

■ 

メ
ー
タ
ー
口
径
13
㎜
と
20
㎜
の　

「
水
量
料
金
」
を
引
き
下
げ
ま
す
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　 C L O S E - U PM A C H I K A D O 　

まちかど
クローズアップ

門松に一年の感謝を込めて

こころに響くクリスマスの音楽

家内安全、無病息災を願う

声が織りなす名曲にうっとり

　市シルバー人材センターでは、お世話になった企

業等に毎年門松を贈っており、その製作が12月１日

から12日にかけて同センター会員によって行われま

した。昭和60年から行われており、今年も大きさ２

メートルの特大２個、1.5メートルの大４個、中3

個、ミニサイズ33個の計42個を製作。わらや竹、松

といった材料を使って、手際よく丁寧に飾り付け、

門松を完成させていました。

　クリスマスの季節の訪れを耳で感じてもらおうと、

12月22日に「市立病院クリスマスコンサート」が同

所で行われました。今年は合唱団「さくらんぼ」の

団員が出演。荒城の月や冬景色、クリスマスにちな

んで聖夜など、ピアノの伴奏で全10曲を披露しまし

た。なかでも、アンコール曲のふるさとでは、患者

さんも一緒になって合唱。美しいハーモニーが会場

を包み込んでいました。

　旧暦のお正月に必要な品々を売ることから始まっ

たとされる初市が、１月13日に本町駐車場で開催し

ました。市（いち）にはだんご木などの縁起物や食

品の露店がずらり。温かい甘酒の振る舞いも行われ

ました。また、会場では商売繁盛を祈願して「升・

升繁盛 豆まき大会」も実施。「福はうち」の掛け声

とともにトラックの荷台から威勢よくまかれる豆に

向かって、訪れた人は笑顔で手を伸ばしていました。

　さまざまな年齢や職業の方が毎週１回集まって活

動している寒河江混声合唱団の日頃の練習の成果を

発表する「第26回定期演奏会」が１月13日、市民文

化会館で開催されました。この日は４部構成で行わ

れ、瑠璃色の地球や上を向いて歩こう、アメージン

グ・グレイスなど、名曲の数々を息の合った演奏で

披露。訪れた観客は、その美しい歌声とハーモニー

に魅了されていました。

　冬でも甘い香りが漂う暖かいハ

ウス内でいちご狩りを楽しむこと

ができる、観光いちご園の開園式

が12月19日、高屋地内のストロベ

リーファームで行われました。式

では、佐藤市長らがテープカット

を実施。その後、来園した親子ら

は真っ赤に熟したいちごを試食し

ました。

　ハウス内には、とちおとめ、紅

ほっぺ、おいＣベリー等、約5万

株が栽培されていて、６月上旬ま

でいちご狩りを楽しむことができ

ます。なお、事前予約が必要です。

詳細についてはＪＡさがえ西村山

周年観光農業案内所☎86-1811へ

お問い合わせください。

もぎたてを頬張る

幸せに大満足

　初めての方でも気軽に楽しくそば打

ちを学んでもらおうと「そば打ち教室」

が12月26日に最上川ふるさと総合公園

で開催されました。ふるさと寒河江そ

ば工房の方が講師を務め、粉と水をな

じませる「こね」や延ばし棒で均等に

そばを延ばす「のばし」、そば包丁を使

って一定の幅にそろえる「切り」の基

本的な作業を実際に体験。参加した約

20組は一つ一つの手順を確認しながら

丁寧にそばを打っていました。

年越し前のおいしいそば打ち
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の ま ど生 涯 学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

レンズが撮らえた幕末維新の日本
高橋則英・監修　

山川出版社・発行　

　写真が日本に導入されたのは

明治に入る20年程前である。

　明治元年ごろになると、より現代の写真に近い

ものが登場する。本書は、幕末から維新にかけて

活躍した志士、美しくもたくましい女たち、市井

の人々の暮らしや風景、海外渡航の先駆者たち、

幕末の城などの写真を収録。歴史的瞬間を撮らえ

た貴重な写真で激動の幕末維新を紹介する。カラ

ーの「手彩色（着色）写真」も必見。

ワークショップを開催

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

こ
の
た
び
、
明
治
三
十
九
年(

一

九
〇
六)

の
「
柴
橋
村
大
字
松
川

耕
地
整
理
図
」
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
松
川
の
犬
飼
庄
太
郎
家

(

現
当
主
毅
氏)

が
所
蔵
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
八
年
、
柴
橋
村
で
は
、

松
川
の
水
田
の
耕
地
整
理
に
着
手

し
た
。
村
長
は
松
川
の
犬
飼
清
助
。

犬
飼
庄
太
郎
は
松
川
に
二
町
歩
余

の
田
を
持
つ
自
作
農
で
、
こ
の
耕

地
整
理
を
中
心
に
な
っ
て
推
し
進

め
た
地
主
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

明
治
二
十
年
頃
か
ら
、
田
ん
ぼ

の
形
を
直
し
、
用
排
水
を
良
好
に

す
る
「
耕
地
整
理
」
の
動
き
は
始

ま
っ
て
い
た
。
同
三
十
二
年
に
は

耕
地
整
理
法
が
制
定
さ
れ
、
土
地

所
有
者
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成

で
工
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

柴
橋
村
松
川
の
耕
地
整
理
は
寒

河
江
地
方
で
は
逸
早
く
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
補
助
金
な

ど
の
制
度
が
施
行
さ
れ
る
前
で
、

資
金
面
で
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
、

反
対
を
受
け
な
が
ら
行
っ
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
記
録
が
な

く
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
地
図
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

で
、
耕
地
整
理
の
よ
う
す
が
み
え

て
き
た
。
こ
れ
は
松
川
か
ら
南
に

向
か
っ
て
「
字
前
田
」
、
最
上
川
沿

い
の
「
字
水
湯
」
、
そ
し
て
金
谷
の

北
「
字
並
松(

な
ん
ま
つ)

」
ま
で
、

最
上
川
の
北
岸
の
水
田
の
耕
地
整

理
だ
っ
た
。
一
二
〇
〇
分
の
一
の

地
図
を
見
る
と
、
一
区
画
は
約
一

反
歩
で
、
土
地
の
所
有
者
は
四
十

三
名
。
字
前
田
・
水
湯
は
犬
飼
清

助
・
犬
飼
庄
太
郎
・
大
泉
久
八
・

菊
地
藤
五
郎
な
ど
松
川
の
人
た
ち
。

字
並
松
は
、
安
孫
子
傳
四
郎
・
佐

藤
佐
五
兵

衛
・
瀧
川

鶴
吉
・
渡

辺
長
助
・

円
福
寺
な

ど
、
金
谷

の
人
た
ち

が
殆
ど
で

あ
っ
た
。

約
三
十
町

歩
の
水
田

が
明
治
四

十
年
ま
で

に
整
備
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、

明
治
四
十
一
年
頃
か
ら
寒
河
江
地

方
で
も
次
々
と
耕
地
整
理
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。

　

円
福
寺
の
裏
か
ら
左
に
折
れ
て

田
ん
ぼ
の
中
を
北
に
行
く
道
が
昔

「
並
松
道
」
と
い
っ
て
雨
池(

松

川)

ま
で
行
く
道
で
あ
っ
た
。
現
在
、

そ
の
道
が
拡
張
さ
れ
、
国
道
二
八

七
号
に
つ
な
が
る
新
し
い
県
道
と

な
り
、
す
っ
か
り
新
し
い
景
観
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
耕
地
整

理
さ
れ
た
水
田
は
一
一
〇
年
た
っ

た
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

柴
橋
村
大
字
松
川
耕
地
整
理
図

Sagae Library

さがえライブラリー

柴橋村大字松川耕地整理図

13日㈫・26日㈪❷月の休館日

「
慈
恩
寺
歴
史
文
化
振

興
室
」
コ
ー
ナ
ー

慈
恩
寺
の
歴
史
～
近
現
代
編
～

　

徳
川
幕
府
に
代
わ
り
明
治
政
府

の
世
に
な
る
と
、
明
治
五
年（

一

八
七
二）

に
出
さ
れ
た
修
験
宗
廃

止
令
に
よ
り
、
慈
恩
寺
で
も
悲
嘆

の
う
ち
に
峯
中（

山
伏
修
行）

を
や

め
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
社
の
朱
印

地
が
没
収
さ
れ
、
慈
恩
寺
で
も
経

済
的
な
後
ろ
盾
を
失
っ
た
多
く
の

山
伏
が
帰
農
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
混
乱
の
中
で
も
、
残
っ
た
院
坊

は
寺
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
明
治
四
十
一
年
に
本

堂
が
特
別
保
護
建
造
物
、
大
正
四

年（

一
九
一
五）

に
阿
弥
陀
如
来
像

が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
す（

戦
後
、

共
に
重
要
文
化
財
に
指
定）

。

　

昭
和
五
十
五
年（

一
九
八
〇）

に

は
本
堂
宮
殿
内
の
仏
像
調
査
に
よ

り
、
そ
の
美
し
い
彫
像
が
高
く
評

価
さ
れ
、
重
要
文
化
財
指
定
に
結

び
つ
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
に
は
、
江
戸
時

代
に
復
興
し
た
た
た
ず
ま
い
が
良

好
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

慈
恩
寺
は
、
明
治
維
新
の
大
変

革
に
よ
り
困
窮
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
歴
史
面
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
た
の
で
す
。

　

市
立
図
書
館
と
東
北
芸
術
工
科

大
学
芸
術
学
部
文
芸
学
科
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

  

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
書
物

な
ど
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
由
来

の
言
葉
「
ビ
ブ
リ
オ
」
と
戦
い
を

意
味
す
る
「
バ
ト
ル
」
を
合
わ
せ

た
言
葉
で
、
参
加
者
同
士
で
本
を

紹
介
し
合
い
、
一
番
読
み
た
い
と

思
う
本
を
投
票
で
決
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

● 

日
時
／
２
月
17
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時

● 

日
時
／
２
月
24
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時

● 

会
場
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル（

文

化
セ
ン
タ
ー
内）

● 

内
容
／
講
話
「
近
代
山
形
最
初

の
郷
土
史
家
・
伊
佐
早
謙（

い

●
会
場
／
市
立
図
書
館

● 

内
容
／「
語
り
継
ぐ
べ
き
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、
芸
工
大
文
芸
学

科
の
学
生
が
読
ん
で
お
も
し
ろ

い
推
薦
本
に
つ
い
て
熱
く
語
り
、

皆
さ
ん
か
ら
一
番
読
み
た
く
な

っ
た
本
に
投
票
し
て
も
ら
い
、

チ
ャ
ン
プ
本
を
決
定
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　

☎（

８
６)

１
６
６
２
へ
。

さ
は
や
け
ん）

の
仕
事
」

● 

講
師
／
新
宮
学
氏（

山
形
大
学

人
文
社
会
学
部
教
授）

● 

問
合
せ
／
西
村
山
地
域
史
研
究

会
事
務
局（

文
化
セ
ン
タ
ー
内)

☎（

８
６)

８
２
３
１
へ
。

市
立
図
書
館
・
芸
工
大
文
芸
学
科
コ
ラ
ボ
特
別
企
画

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催

近
代
山
形
最
初
の
郷
土
史
家
「
伊
佐
早
謙
」
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催

　

平
成
30
年
度
に
お
け
る
市
立
図

書
館
展
示
ホ
ー
ル
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。
手
芸
や
絵
画
、
写
真

等
の
趣
味
の
作
品
を
展
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
個
人
で
も
団
体
で
も

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
応
募

多
数
の
場
合
は
調
整
し
て
決
定
し

ま
す
。

● 

展
示
可
能
期
間
／
❶
４
月
10
日

㈫
～
22
日
㈰
❷
６
月
12
日
㈫
～
24

日
㈰
❸
６
月
26
日
㈫
～
７
月
８
日

㈰
❹
８
月
14
日
㈫
～
26
日
㈰
❺
８

月
28
日
㈫
～
９
月
９
日
㈰
❻
９
月

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
は
、
体

育
館
、
音
楽
鑑
賞
室
、
調
理
実
習

室
等
が
あ
り
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
35

歳
未
満
の
方
で
構
成
し
認
定
を
受

け
た
団
体
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
利
用
を
希
望
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

市
立
図
書
館
展
示
ホ
ー
ル
の
利
用
者
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
平
成
30
年
度
利
用
団
体
募
集

＝
青
少
年
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
＝

11
日
㈫
～
24
日
㈪
❼
９
月
26
日
㈬

～
10
月
８
日
㈪
❽
10
月
10
日
㈬
～

21
日
㈰
❾
10
月
23
日
㈫
～
11
月
11

日
㈰
❿
11
月
13
日
㈫
～
25
日
㈰
⓫

12
月
11
日
㈫
～
24
日
㈪
⓬
１
月
16

日
㈬
～
27
日
㈰
⓭
１
月
29
日
㈫
～

２
月
11
日
㈪
⓮
２
月
13
日
㈬
～
24

日
㈰
⓯
２
月
26
日
㈫
～
３
月
10
日

㈰
⓰
３
月
12
日
㈫
～
24
日
㈰
⓱
３

月
26
日
㈫
～
４
月
７
日
㈰

● 

申
込
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、

３
月
５
日
㈪
ま
で
市
立
図
書
館

☎（

８
６)

１
６
６
２
へ
。

い
。
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

● 

申
込
／
２

　

月
28
日
㈬

　

ま
で
市
文

　

化
セ
ン
タ

　

ー
☎

（

８
６）

　

５
１
１
１

　

に
お
電
話

　

く
だ
さ
い
。

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

や
さ
し
い
き
も
ち　

え
が
お
が
さ
い
し
ょ
の　

だ
い
い
っ
ぽ

寒
河
江
小
学
校
１
年　

よ
こ
や
ま　

だ
い　

さ
ん

いっちゃん会 ２／17㈯午後２時～3時

ムーミンママクラブ ２／25㈰午前11時～11時40分

図書館ボランティアチェリー

 ２／６㈫・20㈫・27㈫の午前10時～11時30分

２月の展示予定はありません。

利用についてはお問い合わせください。

２月22日は「猫の日」です ２／25㈰まで

雑学はおもしろい ２／27㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

　現在、開催中の「アートツリーやまがた」では、以

下の日程でワークショップを開催します。市のホーム

ページも併せてご覧ください。

■日時／２月18日㈰午後１時～４時

■内容／①月山和紙でぼんぼり作り②ちぎり絵はがき

　作り

■参加費／①1,000円②500円

■日時／２月25日㈰午後２時～４時

■内容／③お絵描き缶バッチ作り④ねこ風似顔絵描き

■ 参加費／③小100円、大200円④はがき100円、プラ

バン200円

●問合せ／市文化センター　美術館専門員　原田

　☎86-5111へ。
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茶
会
や
研
修
会
で
臨
川
亭
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

伝
統
的
な
数
寄
屋
風
の
造
り
で
、
日
本
の

伝
統
美
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

椅
子
式
の
立
礼
席
は
土
間
席
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
靴
の
ま
ま
腰
掛
け
て
利
用
で
き
ま

す
。
空
き
状
況
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６)

１

８
１
８
へ
。

日
本
そ
ば
大
学
講
座

●
日
時
／
２
月
24
日
（土)
午
後
１
時
～
、
翌
25

日
（日)
午
前
８
時
15
分
～

灯
油
購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

●
対
象
／
平
成
29
年
度
市
民
税
が
世
帯
全
員

非
課
税
で
、
次
の
①
～
③
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
（
福
祉
施
設
入
所
者
、
生
活

保
護
世
帯
を
除
く)

。
①
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
②
重
度
障
が
い
者
が
い

る
世
帯
、
③
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

す
る
ひ
と
り
親
の
世
帯
。

●
助
成
額
／
１
世
帯
５
千
円

● 

受
付
／
３
月
30
日
（金)
ま
で
、
①
は
市
高
齢

者
支
援
課
介
護
福
祉
係
☎（

８
６)

２
１
１

１
内
線
621
、
②
は
市
健
康
福
祉
課
生
活
福

祉
係
同
内
線
616
、
③
は
市
子
育
て
推
進
課

家
庭
支
援
係
同
内
線
618
へ
。

金
婚
賀
詞
贈
呈
＆

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

結
婚
50
年
目
の
記
念
を
お
祝
い
し
賀
詞
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
市
長
と
一
緒

に
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
懇
談
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
３
月
15
日
（木)
午
前
11
時
30
分
～
午

後
１
時
（
受
付
・
午
前
11
時
～
）

●
会
場
／
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
本
館

●
対
象
／
昭
和
43
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日

に
結
婚
さ
れ
た
市
内
の
ご
夫
婦

●
申
込
／
２
月
26
日
（月)
ま
で
市
高
齢
者
支
援

課
介
護
福
祉
係
☎（

８
６)

２
１
１
１
内
線

621
へ
。

平
成
2９
年
度

市
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

●
日
時
／
２
月
17
日
（土)
午
前
10
時
40
分
～
（
開

場
・
午
前
10
時
30
分
～
）

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
講
演
「
チ
ー
ム
創
り
は
人
づ
く
り
」

　

（
講
師
・
前
山
形
市
立
商
業
高
等
学
校
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
高
橋
仁
氏
）

●
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
☎（

８
４)
１
８
７
７
へ
。

健
康
の
広
場

(

ハ
ー
ト
フ
ル
健
康
相
談
会)

　

本
年
度
64
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
こ

れ
か
ら
の
健
康
的
な
生
活
に
お
役
立
て
い
た

だ
く
た
め
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
60
歳
代
は
、
生
活
習
慣
病

で
治
療
す
る
方
が
増
え
た
り
、
体
力
の
低
下

な
ど
身
体
の
変
化
を
感
じ
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
と
介
護
予
防
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
２
月
14
日
（水)
（
会
場
・
ハ
ー
ト
フ

ル
セ
ン
タ
ー)

・
27
日
（火)
（
会
場
・
柴
橋
地

区
公
民
館
）
の
午
前
10
時
～
11
時

●
会
場
／
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ
リ
ー

●
定
員
／
１
２
０
人

●
内
容
／
そ
ば
文
化
の
普
及
と
そ
ば
打
ち
に

つ
い
て
の
学
習
会

●
参
加
費
／
５
千
円

●
交
流
会
費
／
５
５
０
０
円

●
申
込
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６)

１
８

１
１
へ
。

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

　

認
知
症
の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
等
が
安
心

し
て
過
ご
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
認
知
症

の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
る
場
所

で
す
。
出
入
り
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
２
月
15
日
（木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
、

ミ
ニ
講
話
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

　

☎（

８
５)

６
８
７
０
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
思
い
出
手

形
と
り
（
室
内
あ
そ
び）

」

■
日
時
／
２
月
16
日
（金)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

子
育
て
講
習
会

■
日
時
／
２
月
21
日
（水)
午
後
２
時
～
。
要
申
込

●
対
象
／
昭
和
28
年
４
月
１
日
～
昭
和
29
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

●
内
容
／
①
血
管
年
齢
・
握
力
測
定
、
②
塩

分
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
、
③
健
康
づ
く
り
の
お

話
、
④
お
家
で
気
軽
に
で
き
る
「
ス
カ
ッ

ト
体
操
」
の
体
験

●
持
ち
物
／
本
年
度
の
健
康
診
断
結
果
表

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎（

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

｢

老
い
じ
た
く
講
座｣

　

老
い
へ
の
備
え
は
、
理
解
や
判
断
力
が
低

下
し
た
と
き
へ
の
備
え
と
も
い
え
ま
す
。
老

い
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
任
意

後
見
・
成
年
後
見
制
度
等
の
か
し
こ
い
使
い

方
、
使
い
ど
き
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
受

講
者
に
は
終
活
ノ
ー
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
27
日
（火)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
30
人
程
度

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎（

８
６)

２
１
１
１
内
線
623
へ
。

市
消
費
生
活
研
究
会

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

●
日
時
／
２
月
22
日
（木)
午
後
１
時
～

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
30
人

●
参
加
費
／
１
０
０
円

●
持
ち
物
／
裁
縫
道
具
、
布

●
申
込
／
２
月
16
日
（金)
ま
で
市
市
民
生
活
課

生
活
安
全
係
☎（

８
６)
２
１
１
１
内
線
234
へ
。

お
知

ら
せ

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
教
え
て
に
と

う
先
生
！
（
講
師
・
に
と
う
小
児
科
医
院

院
長
仁
藤
敏
昭
氏
）

祖
父
母
の
日

■
日
時
／
２
月
22
日
（木)
午
前
10
時
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
お

孫
さ
ん
、
10
組

■
内
容
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
、
交
流
会

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎（

８
３)

３
２
２
５
へ
。

河
川
愛
護
活
動
団
体
・

　

支
援
企
業
相
互
交
流
会

　

県
管
理
河
川
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
し
、
支
援
制
度
や
そ
の
取
り
組
み
を
、

事
例
を
基
に
紹
介
し
、
ま
た
河
川
管
理
に
関

す
る
情
報
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が

ら
、
河
川
愛
護
活
動
が
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
16
日
（金)
午
後
２
時
～
４
時

●
会
場
／
県
村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

●
対
象
／
河
川
愛
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
そ

の
支
援
制
度
に
興
味
の
あ
る
個
人
、
団
体
、

企
業
の
方

●
申
込
／
県
村
山
総
合
支
庁
建
設
部
西
村
山

河
川
砂
防
課
☎（

８
６)

８
４
１
３
へ
。

県
の
労
働
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
労
働
に
関
す
る
問
題
に
悩
ん
で

い
る
方
に
、
専
門
家
が
解
決
に
向
け
た
助
言

や
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
労
働
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
／
県
労
働
相
談
窓
口

　

☎
０
２
３（

６
２
１)

８
４
３
８
へ
。

市
内
小
中
学
校

図
画
習
字
作
品
展

●
日
時
／
２
月
10
日
（土)
～
３
月
４
日
（日)
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６)

１

８
１
８
へ
。

命が救える身近なボランティア「献血」

● 対象／17～64歳の健康な方。ただし、65～69歳の

方でも60～64歳の間に献血を行っていれば、ご協

力いただけます。

● 持ち物／献血カードまたは献血手帳。初めての方

は免許証等、本人と確認できる証明書が必要です。

●問合せ／市健康福祉課市民健康係

　☎86-2111内線625へ。

月　日 時　間 会　場

２／21㈬ 9:30～12:30 チェリーランド

●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係☎86-2111内線623へ。

認知症にやさしいお店　登録店募集！

◆認知症サポーター養成講座を受講した人が１人以上いる。

◆市認知症にやさしいお店として登録します。

・認知症にやさしいお店ステッカーは、お店の入口等、見やすい所にお貼りください。

・認知症支援に関するお知らせ等の周知にご協力ください。

◆市認知症にやさしいお店登録を市高齢者支援課まで申請ください。

はい いいえ

◆認知症サポーター養成講座を受講ください。

・出前講座を申し込む

　※おおむね10人以上であれば講師を派遣します。

・個人で受講する

　※開催は市報、市ホームページ等でお知らせします。

～認知症にやさしいお店とは～

　認知症サポーター養成講座での学びを生かして、認知症の症状がある

方やご家族にやさしい対応を心掛けてくださるお店や事業所等です。

～登録していただくと～

・認知症にやさしいお店ステッカーを交付します。

・認知症にやさしいお店として、市ホームページ等に掲載します。

～登録の流れ～
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■次号の市報２月20日号は、２月20日㈫に発行します。

２月の行事予定

5 ㈪

6 ㈫

7 ㈬ 3歳児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

8 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／市民浴場休場日

9 ㈮

10 ㈯ ゆめはーと寒河江「おはなし会」

11 ㈰
高校生ボランティアサークル・チェリーズ「ふゆ 
まつり」／休日当番医（熊坂整形外科医院)／証明 
書交付窓口開庁（午前）

12 ㈪ 休日当番医（小松医院）

13 ㈫
こころの健康相談／市立図書館、南部・柴橋・西 
部地区公民館休館日

14 ㈬ 行政相談

15 ㈭ ふるさと交流スペース／離乳食後期教室・育児相談

16 ㈮
郷間正観ギャラリートーク／子育てサロン・エン 
ジェル「思い出手形とり」／法律相談／２歳６カ月 
児歯科検診

17 ㈯ 市立図書館特別企画「ビブリオバトル」

18 ㈰
休日当番医（小関内科胃腸科医院)／証明書交付窓 
口開庁（午前)／ハートフルセンター休館日

19 ㈪

20 ㈫

21 ㈬
ゆめはーと寒河江「子育て講習会」／１歳６カ月児 
健診／献血／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

22 ㈭
リフォーム教室／ゆめはーと寒河江「祖父母の日」／ 
ふるさと交流スペース／市長相談／健康相談／3 
～４カ月児健診

23 ㈮ パパママスクール・祖父母学級

24 ㈯

25 ㈰
休日当番医（南さがえ病院)／証明書交付窓口開庁 
(午前）

26 ㈪
水道料金・下水道浄化槽使用料（12月・１月分） 
口座振替日／市立図書館、市民体育館、チェリー 
ナさがえ休館日

27 ㈫ 中央公民館休館日

28 ㈬

国民健康保険税（８期)、介護保険料（８期)、後 
期高齢者医療保険料（８期)、下水道事業受益者負 
担金・分担金（3期)、水道料金・下水道浄化槽使 
用料（12月・１月分）納期限

3/1 ㈭ ふるさと交流スペース

2 ㈮ ９～10カ月児健診

3 ㈯ パパママスクール

4 ㈰
休日当番医（さとうクリニック)／証明書交付窓口 
開庁（午前）

　ごみとして出すペットボトルのラベルはがしが、

引取先である公益財団法人日本容器包装リサイク

ル協会から義務づけられ、４月

１日から完全実施になります。

なお、3月31日までは準備期間

となります。準備期間からの、

ラベルはがしへのご協力をお願

いします。

●問合せ／寒河江地区クリーン

　センター☎84-4225へ。

● 日時／3月10日㈯・11日㈰の午前11時～午後４時

●会場／新宿エルタワー（東京都）

● 対象／大学等学卒者（平成30年以降)、ＵＩＪ

ターン移住希望者

●内容／就職支援セミナー、合同企業説明会、各

　種相談コーナー

●問合せ／県商工労働部雇用対策課

　☎023-630-2375へ。

ペットボトルのラベルは、
はがしてください！　

＝寒河江でおしごと＝

山形ワークフェスin東京

ごみ
出し

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

か
ぎ
針
で
編
む
手
編
み
教
室
作
品
展

■ 

日
時
／
２
月
16
日
（金)
～
３
月
４
日
（日)
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

■ 

内
容
／
か
ぎ
針
を
使
っ
て
編
ん
だ
、
マ
フ

ラ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
バ
ッ
グ
、
コ
サ

ー
ジ
ュ
等
の
展
示
。

デ
コ
巻
き
ず
し
体
験
教
室

■
日
時
／
２
月
17
日
（土)
午
後
２
時
～
３
時

■
内
容
／
切
り
口
が
花
等
の
絵
柄
に
な
っ
た

巻
き
ず
し
を
作
り
ま
す
。

■
受
講
料
／
１
２
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

油
絵
教
室

■
日
時
／
毎
月
第
４
木
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
５
回
参
加
）

■
内
容
／
身
近
な
題
材
を
モ
チ
ー
フ
に
基
礎

　

デ
ッ
サ
ン
か
ら
始
め
ま
す
。

■
受
講
料
／
５
千
円
（
５
回
分
）

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎（

８
３)

５
１
９
５
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
186
・
18７
回
公
演

ポ
ッ
プ
ス
・
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
２
月
11
日
（日)
午
後
２
時
～
３
時

■
出
演
／
鈴
木
文
夫
さ
ん

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
２
月
18
日
（日)
午
後
２
時
～
３
時

■
出
演
／
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
・
サ
フ
ィ
ナ
、
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０（

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

名
作
映
画
鑑
賞
会

笑
顔
で
生
き
る
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　

気
丈
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
少
年
の
体
験
…
。

そ
こ
に
本
当
の
人
生
の
あ
た
た
か
さ
が
あ
っ

た
。
漫
才
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
、
島
田
洋
七

の
自
伝
小
説
の
映
画
化
。
吉
行
和
子
、
浅
田

美
代
子
、
三
宅
裕
司
出
演
。

●
日
時
／
２
月
24
日
（土)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円

●
問
合
せ
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
７)

１
３
２
８
へ
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

●
日
時
／
２
月
23
日
（金)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
調
理
・
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
業
務

の
紹
介
、
現
場
見
学
会

●
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎（
８
３)

３
２
２
０
へ
。

東
北
税
理
士
会
寒
河
江
支
部

無
料
確
定
申
告
相
談

●
日
時
／
２
月
７
日
（水)
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象
／
農
業
、
給
与
、
雑
（
年
金
）
所
得

　

の
方

●
持
ち
物
／
①
確
定
申
告
書
作
成
に
必
要
な

書
類
、
②
証
明
書
、
③
は
ん
こ
、
④
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、

⑤
農
業
所
得
が
あ
る
方
は
収
支
内
訳
書
（
事

前
作
成
）

●
問
合
せ
／
茂
木
達
男
税
理
士
事
務
所

　

☎（

７
３)

３
２
５
２
へ
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
体
験
集
会

お
や
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
雪
あ
そ
び

■
日
時
／
２
月
25
日
（日)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
雪
遊

び
が
で
き
る
服
装

か
ん
た
ん
ク
ラ
フ
ト
・
ゲ
ー
ム

■
日
時
／
３
月
21
日
（水)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
の
り

●
申
込
／
午
後
３
時
～
９
時
に
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
・
安
達
さ
ん
☎
０
９
０（

９
６
３
１)

４
９
６
０
へ
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
河
江
第
１
団

団
員
募
集

●
入
団
説
明
会
／
２
月
18
日
（日)
午
後
３
時
～

●
体
験
入
団
／
２
月
25
日
（日)
午
後
１
時
～

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
５
階

●
対
象
／
市
内
の
小
学
２
年
生
以
上
の
男
女

●
申
込
／
２
月
14
日
（水)
ま
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
寒
河
江
第
１
団
事
務
局
・
大
沼
さ
ん

　

☎（

８
６)

２
８
０
１
へ
。

荘
内
銀
行
ふ
る
さ
と
創
造
基
金

●
対
象
／
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

に
行
わ
れ
る
、
学
校
に
お
け
る
教
育
的
な

活
動
、
地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
た
社
会

教
育
的
な
活
動
、
県
内
に
伝
わ
る
文
化
的

な
活
動
（
宗
教
的
、
政
治
的
宣
伝
意
図
を

有
す
る
も
の
や
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

を
除
く)

。
詳
細
は
申
し
込
み
先
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
金
額
／
１
件
10
万
～
40
万
円

●
申
込
／
２
月
23
日
（金)
ま
で
荘
内
銀
行
広
報

Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
☎
０
２
３
５（

２
８)

２
４
３
７
へ
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

雇
止
め
・
雇
用
不
安

連
合
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

●
日
時
／
２
月
８
日
（木)
～
10
日
（土)
の
午
前
10

時
～
午
後
７
時

●
相
談
方
法
／
電
話
相
談
［
☎（

０
１
２
０)

１
５
４
０
５
２
］
と
な
り
ま
す
。

●
内
容
／
雇
止
め
（
解
雇)

、
賃
金
カ
ッ
ト
、

未
払
い
賃
金
、
労
働
時
間
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
等
、
労
働
に
関
す
る
相
談

●
問
合
せ
／
連
合
山
形
☎
０
２
３（

６
２
５)

０
５
５
５
へ
。

ふるさとだより
｢ｆメール」配信中

　毎週木曜日に本市

の情報を電子メール

で配信しています。

ぜひ、ご

登録くだ

さい。

● 問合せ／市政策企

画課☎86-2111内

線410へ。

不用品登録制度（１月25日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先

をお伝えしますので、直接交渉してください。

■ あげます／日本人形、ひな人形、茶だんす、座

卓、食器、食洗器、コーヒーミル、スーツケー

ス、水槽（台座・空気ポンプ付き)、花瓶、習字

道具、囲碁セット、ファックス用フィルムカー

トリッジ

■譲ります／洗濯乾燥機、窓用手すり

■ 譲って／応接用いす、小型マッサージ器、電子

レンジ、介護用おむつ・パンツ・紙パット

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■ 譲ります／ベビーカー、山形城北高等学校男子

制服、ながさき幼稚園運動着・通学かばん・お

昼寝布団

■ 譲って／チャイルドシート、二段ベッド、男子

学生服

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

　１月９日㈫に放射線量を測定しました。

市内の放射線量測定結果

測定場所・状態 天候
測定値（マイクロシーベルト／時)

地上0.5ｍ 地上１ｍ

寒河江高校新
グラウンド・土

雨 0.05 0.05

※ 国が定める放射線量の基準値は、毎時0.23マイ

クロシーベルト未満となっています。
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今
年
１
年
間
の
無
火
災
と
無
災
害

を
祈
願
す
る
「
市
消
防
団
出
初
式
」

が
１
月
14
日
、
市
役
所
駐
車
場
と
中

央
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
～
８

分
団
の
消
防
団
員
約
４
０
０
人
が
参

加
。
佐
藤
市
長
ら
に
よ
る
観
閲
の
後
、

中
央
通
り
で
は
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、

市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
な
か
、

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
歩
く
り
り
し
い

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
駐
車
場
に
会
場
を
移
し
て

行
わ
れ
た
記
念
放
水
で
は
、
大
正
７

年
と
昭
和
23
年
に
製
造
さ
れ
当
時
使

わ
れ
て
い
た
腕
用
ポ
ン
プ
２
台
と
ポ

ン
プ
車
５
台
に
よ
る
放
水
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
団
員
が
支
え
る
は
し
ご
に

登
り
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
記
し
た

垂
れ
幕
を
披
露
し
ま
し
た
。

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

すぽっとチャンネル
市民レポーター さくらんぼ特派員

今
月
の
表
紙

■
発
行
／
寒
河
江
市
政
策
企
画
課
広
報
広
聴
係　

〒
991-

86０1　

寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
45
号　

☎
（
８
６
）２
１
１
１

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社　

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

　今年の干支

はイヌ。この

犬は寒河江八

幡宮にいる、

２歳の犬「た

けゆき」です。

八幡様には、

合格祈願、安

産、厄よけの

神さまがおら

れます。寒河

江まつりでは

例大祭が行われ、季節ごとにさまざま

な書画や節句ごとの人形展示などをさ

れています。 （北條幸子）

 

　最上川ふるさと総合公園の凛とした空気の中にキラキラと輝くイルミネーションが圧巻です。30メートルのきらびやかな光のトンネルが夢の世界へと導きます。周辺施設のイルミネーションと一体化した幻想的な空間は見る人を感動させてくれます。 （酒井由美子）

市
報
さ
が
え
　
2
0
1
8
．
2
．
5
　
N
o
.1
6
9
5

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

　ハートフルセンターの「ゆめはーと」の中にファミリー・サポート・センターがあります。一時的にお子さんを見ることができない時に、会員が代わってお子さんを見るシステムです。市の助成があり使いやすいので、ぜひご利用ください。 （佐藤真由美）

市民レポーター募集

　市報やツイッターを通して１年間、本市の話題

を発信する市民レポーター「さくらんぼ特派員」

を募集します。謝礼あり。

● 定員／18歳以上(高校生を除く)65歳未満の方、

５人。他にも要件がありますので、市ホームペ

ージをご覧ください。

● 申込／３月16日㈮まで市政策企画課広報広聴係

☎86-2111内線410へ。


